
学校から始める食品ロス削減の輪
～「ごみへらし隊」「給食支援員」の取組など～

平成３０年２月２６日（月）

甲府市環境部

甲府市教育委員会

平成２９年度学校給食の実施に伴い発生する
廃棄物の３Ｒ促進モデル事業



事業の概要
【モデル事業名】

小学校給食の残菜の堆肥化、環境教育、食育による
食品ロス削減への取組

【モデル事業の目標】

・給食の食べ残しの削減

・堆肥化、肥料化による資源の有効活用（リサイクル）

・啓発活動による食品ロスに対する意識の向上

【取組体制】

甲府市環境部、甲府市教育委員会が主体となり、

市立小学校、登録再生利用事業者などと連携
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取組内容一覧
【食べ残しの削減（リデュース）】

・給食支援員による残食量調査

・残食を減らすことの呼びかけ

【食品残渣の有効活用（リサイクル）】

・登録再生利用事業者への持ち込みによる堆肥化

・しんぶんコンポストキットを使った堆肥化体験

・学校敷地内に設置した生ごみ処理機による液肥化

【啓発活動（食品ロスを知る）】

・イベントの開催（「学んで・減らそう！食品ロス」、「親子料理教室」）

・食品ロス問題啓発教材の作成、配付
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事業実施スケジュール
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

残食量
調査

堆肥化

しんぶん
コンポスト

液肥化

イベント
●

8/19(土)
●

1/20(土)

教材
作成配付

配付

効果検証
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甲府市の基本情報

人口：１８万９９４１人

世帯数：９万２５７世帯

面積：２１２．４７ｋ㎡

市立小学校数：２５校

（他に国立１校、私立２校）

児童数：８，３７８人

平成３０年２月１日現在

平成３０年１月９日現在

山梨県の県庁所在地
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給食から発生するごみの状況

一人あたりの食べ残し

約４．８キログラム／年

食品残さの減量、
リサイクルなどの
対策が必要！
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※市内全小学校（25校）



ごみへらし隊とは
・ごみ減量に関する啓発を行うため減量課職員で構成

・自治会等の団体への出前講座を実施

・幼児、小学生を対象に、廃品利用のエコ工作教室を実施

・施設見学の対応（食品ロスに関する啓発も実施）

今年度は、食品ロス
対策を頑張っています。
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ごみへらし隊の活動の様子



ごみへらし隊の話を聞いた児童の感想
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給食支援員とは
・平成29年3月まで、給食調理員として調理業務を経験し
ていた職員2名で構成
・給食の食べ残し量を調査し、その傾向を分析

・児童が喜ぶ調理の工夫を実施

・児童とのコミュニケーションを通して食育を啓発
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1 給食支援員による
食品ロス削減の取組み

【2つの学校での食べ残し量調査】
●目的

・給食のメニューによる食べ残しの違いを知る

・２つの学校で給食を食べる様子に違いがある

かを知る

●方法

・給食のメニューごとに、食べる前と食べた後の

給食の量を測る
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《食べ残しが少ないメニュー》

・カレー ビビンバ わかめごはん
めん類（肉うどん、ミート焼きそば、ラーメン）
からあげ ハンバーグ みそ汁
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《食べ残しが多いメニュー》

・混ぜごはん 煮物 焼き魚 サラダ
酸味の強いもの（梅風味焼き、レモン風味
焼き）
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《 ２つの学校の違いは・・・》

食べる時間、配食量に大きな違いがありました。

※最初に多く配食するか、少なく配食するかの違い。

食べきれないと思う場合は、食べ始める前に食缶に戻す。
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食べ残しが
多い学校

食べ残しが
少ない学校

食事時間 短い 長い

※配食量 少ない 多い



●食べ残しを減らすための具体的な取組み

①好き嫌いをなくす

②時間で行動出来るようにする（給食時間の確保）

③自分の食べられる量を知る

④感謝の気持ちを伝えることが出来るようにする
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●食べ残し量の調査結果

29.4
27.9 26.1

22.3 21.1 22.7

39.4
35.5

40.7

27.7
24.6 25.923.1

12.4 13.9 12.3 11.1 11.8

7月 8月9月 10月 11月 12月 １月

・Ａ小学校の１人当たりの食べ残し量

（単位：グラム）

平成29年度
全体の平均

平成28年度
Ａ小学校

平成29年度
Ａ小学校
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※給食支援員は平成29年4月
より派遣し、2学期より本格
的な活動を行っています。



●食べ残し量の調査結果

29.4
27.9 26.1

22.3 21.1 22.7

12 10.5
15.6

12.7 13.7
10.7

6.1 6.9 3.3 5.5 3.3 1.6

7月 8月9月 10月 11月 12月 １月

・Ｂ小学校の１人当たりの食べ残し量

（単位：グラム）

平成29年度

全体の平均

平成28年度

B小学校

平成29年度

B小学校
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※給食支援員は平成29年4月
より派遣し、2学期より本格
的な活動を行っています。



アンケート（モデル校２校）

16
食べ残しが捨てられることを、ほとんどの児童が認識するようになった。

(n=232) (n=221)



2 堆肥化
2-1 登録再生利用事業者
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※給食室で堆肥化出来ないごみ（ビニール手袋やペーパータオル等）の

分別が上手く出来るか不安がありましたが、調理員さんの協力により
問題無く出来ました。

※登録再生利用事業者：有限会社エコリサイクルセンター



2 堆肥化
2-2 しんぶんコンポストキット
■しんぶんコンポストキットとは？

・レジかご、新聞紙を容器とした堆肥化装置

・平成２５年度より市民に無料配布

■取組内容

・生ごみが堆肥になる様子を観察し、資源の循環について

考えることを目的に実施

・今年度は、小学校３校で実施し、ごみへらし隊が児童に

直接指導
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☆しんぶんコンポストスタートキット☆

説明書、虫除けネット＆ゴム

新聞をはさんだレジカゴを
２個重ねた容器

基材（もみ殻くん炭＋ピートモス）

処理量：１日５００グラム
３か月で約４５キログラム

毎日、生ごみを入れてかき混ぜるだけで、
簡単に肥料を作ることができる。
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小学校での取組の様子
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ごみへらし隊 隊員証
堆肥化に協力してくれた児童を、ごみへらし隊の隊員に任命し、
隊員証を交付しました。

隊員証には、牛乳パックからの
再生紙を使用。
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アンケート（しんぶんコンポスト）

８割以上の児童が、取組後、食べ残しをなくそうと思うようになった。
８割以上の教師に、循環型社会を体験する教材として有効だと評価された。
一方、家庭への波及については課題が残る結果となった。

(n=8)
(n=8)

(n=19) (n=19)



児童・教師の感想（しんぶんコンポスト）

【児童】

○自分たちでもエコ活動ができるんだと思った。貴重な体験ができた。

○虫が出てきて気持ち悪かった。

○不思議だなと思った。

○堆肥はどうなっているのかを分からなかったのでいい機会だったと思った。

【教師】

○日常化、習慣化するには簡単なことを地道にやらせられるような方法が必要。

○大切な問題で取り組んで良かったと思う。

○（給食）委員会の児童が取り組んだが、関わった児童は学ぶこともたくさんとあったと思うが、それ
を全校へ広めるのは難しい。

○虫等（ハエ）が入らない工夫をした方が良いと思います。

○忙しいときには手間がかかり、億劫になる。

○このような体験を通して様々な事象とのつながりを学ばせていくことが大切だと思います。
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2 堆肥化
2-3 液肥化
・登録再生利用事業者が市内に存在しないため、

約３０ｋｍも運搬しなければならない。

↓
・学校の敷地内に、生ごみ処理機を設置し、液肥化。

↓
・学校の花壇や菜園への利用で、資源循環の輪が完成！

■生ごみ投入量：320.7ｋｇ（11月～1月）
■液肥回収量 ：1日当たりジョウロ１杯（約４リットル）
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処理量 ： １０～２０ｋｇ／日
寸法 ： ８８２×７７８×１０３２ｍｍ

（奥行き×幅 ×高さ）

小学校に設置した生ごみ処理機

食品廃棄物
全量リサイクル達成！
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3   イベント
3-1 「学んで・減らそう！食品ロス」
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■開催日時
平成29年8月19日（日） 10:00～12:00

■会場
甲府市役所１階 市民活動室

■参加者
小学生28名 保護者20名

■プログラム：
①給食の食べ残し調査
②生ごみの堆肥化
③給食を通じて伝えたい食事の話
④質疑応答
⑤ごみ分別ゲーム



イベント当日の様子
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3 イベント
3-2 「食品ロス削減！親子料理教室」

・親子で楽しく、食材をムダにしない料理を学ぶ

・家庭で食品ロス対策を行うきっかけとする

メニュー

「いろいろピラフ」、「キャベツとジャガイモの煮込み」

「リンゴとサツマイモのデザート」

残り物も
有効利用

厚くむき
過ぎない

皮まで
美味しく
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親子料理教室の様子
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新聞記事掲載（H30年1月21日朝刊）
毎日新聞 山梨日日新聞

読売新聞
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アンケート（親子料理教室）

児童の食品ロスに対する認識が高まるとともに、
親子とも食品ロス削減の動機付けにつながった。

(n=11) (n=11)

(n=6) (n=6)



参加者の感想（親子料理教室）
【児童】

○食品ロスを減らすべきだと思った。

○すごく簡単レシピでよかったです。食品ロスという言葉が知れてよかった。

○良かった点は、使えないところだけ捨てて、皮はむかないでできたところです。

○食品ロスはとても大事なことだと学びました。先生たちがいろいろ教えてくれたの

で、とてもおいしいごはんができました。

○食品ロスということを知れてよかった。食べ物をむだにしないように、できることは

していきたいと思う。

○食品ロスについて話してもらって家でも気をつけたいと思いました。

○いろいろピラフにはピーマンの種が入っていておもしろいなと思いました。ポトフ

のジャガイモは皮が付いていておいしかったです。
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参加者の感想（親子料理教室）
【保護者】

○野菜など皮をむいたりしていたので、むかずに使ったり、少しずつ出来そうな事からやっていきたい
と思います。

○いつもはキライで食べなかったり捨ててしまう所をとてもおいしく食べ、これからの生活では活かし
ていきたいと思った。

○普段何気なく捨ててしまっている野菜の皮もおいしく食べることが出来、これまでいかにもったいな
い事をしていたか実感し、今後は食品ロスをしないように心掛けていきたいと思いました。

○生ごみが出ないように料理をするように心がけていますが、ピーマンの種まで使ったのは初めてで
した。食べてみても気にならなかったので家でも捨てずに使おうと思います。

○食品ロスを減らすことを意識した料理教室で、とても有意義でした。りんごのしんは普段とってしま
いますが、今日教えていただいた方法でしてみたら、ほとんどゴミが出ず、驚きました。キャベツのし
んや、じゃがいもの皮もおいしかったです。

○普段からゴミを減らすように意識してきたつもりでしたが、まだまだ減量できるのだと改めて知り、
実行していきたいと思います。
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4教材の作成・配付
・食品ロスに関する情報をまとめた

教材を作成

・市立小学校の全児童に配付

・児童だけではなく、保護者にも

読んでもらうことにより、

取り組みを家庭にも波及させる

・６ページ＋表紙＋裏表紙

全ページカラー印刷
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5 事業の主な効果
・給食支援員の活動による食べ残しの削減

・堆肥化、液肥化による資源の有効活用

・イベント、教材による意識啓発

食べ残し量 最大６５％減！（モデル校Ａ）

給食から出た生ごみの堆肥化量５．９トン（モデル校４校、７月～１月）
※内訳 登録再生利用事業者(7～11月) 5.50トン

しんぶんコンポスト(9～11月) 0.09トン
液肥(11～1月) 0.32トン

食品ロスに関する認知度が高まり、取組が意欲的に！
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6 今後の取組と課題
☆今後の取り組み

■リデュース ・来年度は、新たな学校で残食量調査を実施予定。

１人１日あたり１０グラムの削減を目指す。

■リサイクル ・新たな学校で堆肥化を実施予定。

■啓発 ・作成した教材の積極的な活用を促進する。

☆課題

■リサイクルした堆肥を活用し、資源循環を実感してもらうためには、
複数年にわたり、取組を継続していく必要がある。

■学校にとどまらず、家庭を含めた地域全体に取組を広げるため、各
種団体との連携をさらに深めていく必要がある。
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